
代表質問から 
 

一般質問から 
 

 
 

（
表
面
よ
り
続
く
） 

新
年
度
の
重
点
課
題
は 

問 

新
年
度
に
重
点
に
取
り
組
む

事
業
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

答 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
す
る
地
域
づ
く
り
」
、 

「
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
２
０
１
９
へ

の
準
備
」
、「
企
業
及
び
大
学
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
」、
「
子
育
て
・
教
育

の
充
実
」
の
４
つ
を
重
点
施
策

と
し
、
今
編
成
を
進
め
て
い
る
。 

問 

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
な
る

新
た
な
施
策
実
施
の
考
え
は
。 

答 

新
年
度
に
は
地
域
と
と
も
に
、

生
活
支
援
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
、
介
護
・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
く
。 

今
後
の
財
政
運
営
は 

問 

国
は
平
成
２８
年
度
か
ら
、
上

位
３
分
の
１
の
自
治
体
の
徴
収

率
を
標
準
的
な
徴
収
率
と
す
る
、

民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度

導
入
で
削
減
し
た
経
費
を
標
準

の
水
準
と
す
る
な
ど
地
方
交
付

税
に
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」

を
導
入
し
た
。
地
方
交
付
税
の

減
額
な
ど
財
源
保
障
機
能
の
後

退
は
問
題
だ
。 

答 

市
の
影
響
額
は
、
収
入
額
が 

１
８
０
０
万
円
程
度
の
増
と
さ 

れ
、
需
要
額
で
は
３
５
０
０
万 

円
程
度
の
減
と
み
な
さ
れ
、
併 

せ
て
交
付
基
準
額
が
５
３
０
０ 

万
円
程
度
減
額
さ
れ
て
い
る
。 

問 

法
人
市
民
税
は
平
成
１７
年

度
１９
億
５
３
０
０
万
円
あ
っ

た
が
２８
年
度
は
１４
億
３
８
０

０
万
円
に
減
額
。
３９
年
度
の
見

込
み
額
は
１１
億
３
２
０
０
万

円
と
更
に
減
額
と
な
る
。
理
由

は
何
か
。 

答 

平
成
２４
年
度
以
降
の
法
人

税
改
正
に
よ
り
、
法
人
税
率
が

３０
％
か
ら
２３
・
４
％
に
、
法
人

市
民
税
率
が
１２
・
３
％
か
ら

９
・
７
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

影
響
が
大
き
い
。
な
お
今
後
の

引
き
下
げ
を
見
込
ん
で
い
る
。 

問 

こ
れ
で
は
税
収
を
確
保
す
る

と
し
て
優
遇
策
を
設
け
、
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

が
見
え
な
い
。
説
明
を
。 

答 

合
併
後
に
企
業
立
地
補
助
金

を
交
付
し
た
企
業
は
１９
社
、
市

と
し
て
総
額
で
約
１５
億
円
の

補
助
金
を
交
付
し
た
。
雇
用
面

で
は
合
計
で
約
１
５
０
０
人
、

税
収
面
で
は
、
累
計
で
約
２５
億

円
の
税
収
増
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」 

に
よ
る
収
入
増
の
目
標
額
に
１

億
円
を
あ
げ
て
い
る
。
使
用
料

や
手
数
料
は
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
も
の
が
多
く
、
引
き
上

げ
は
困
難
と
考
え
る
。
見
直
し

を
ど
う
進
め
る
の
か
。 

答 

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の
設

定
基
準
」
に
よ
り
３
年
ご
と
の

定
期
見
直
し
を
実
施
、
平
成
３０

年
度
が
次
の
見
直
し
の
年
と
な

る
。
使
用
料
や
手
数
料
は
受
益

者
負
担
が
大
原
則
で
あ
り
、
過

度
な
行
政
コ
ス
ト
の
負
担
は
改

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

問 

人
件
費
の
適
正
化
を
進
め
る

と
し
て
退
職
職
員
の
活
用
を
図

る
と
し
て
い
る
。
再
任
用
・
再

雇
用
職
員
の
雇
用
人
数
は
。 

答 

現
在
、
特
命
担
当
理
事
１
名
、

幼
稚
園
園
長
２
名
の
計
３
名
を

再
任
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
３
年
間
の
定
年
退
職
者
３６

名
の
う
ち
１６
名
を
嘱
託
職
員

と
し
て
再
雇
用
し
て
い
る
。 

河
川
愛
護
活
動
の
草
刈
り

に
更
な
る
市
の
支
援
を 

問 

住
民
に
よ
る
河
川
の
草
刈
り

は
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
年
々
大

変
と
な
っ
て
き
て
不
満
の
声
が

聞
か
れ
る
。
市
直
営
の
草
刈
り

面
積
の
拡
大
を
望
む
が
ど
う
か
。 

答 

来
年
度
か
ら
乗
用
草
刈
り
機

を
１
台
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

機
械
の
修
理
な
ど
に
よ
る
休
止

期
間
の
な
い
継
続
し
た
作
業
実

施
に
よ
り
草
刈
り
面
積
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
。 

問 
道
路
や
公
園
の
清
掃
・
除

草
・
点
検
な
ど
に
市
民
と
の
協

働
を
す
す
め
る
ア
ダ
プ
ト
制
度

の
導
入
は
ど
う
か
。 

答 

地
域
の
除
草
活
動
な
ど
に
対

す
る
支
援
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
域

や
企
業
、
愛
護
団
体
な
ど
が
活

用
し
や
す
い
報
奨
金
制
度
を
新

た
に
創
設
し
、
対
応
し
て
い
き

た
い
。 

通
学
現
状
、
異
常
で
は 

問 

上
石
野
・
下
石
野
・
祢
宜
弥 

地
区
児
童
は
、
Ｊ
Ｒ
列
車
や
路 

線
バ
ス
を
利
用
し
、
袋
井
南
小 

学
校
へ
通
学
し
て
い
る
。
異
常 

と
は
思
わ
な
い
か
。 

答 

こ
の
地
域
は
、
市
の
通
学
方 

針
に
よ
り
、
以
前
か
ら
公
共
交 

 

通
機
関
を
利
用
し
た
通
学
地
区 

で
あ
り
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
当 

 

地
区
の
保
護
者
に
よ
る
ア
ン
ケ 

ー
ト
調
査
や
協
議
を
経
て
の
現 

 

方
法
と
認
識
し
て
い
る
。 

問 

国
の
小
学
校
設
置
の
基
準
は

「
お
お
む
ね
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地

域
は
「
市
の
副
次
核
」・
都
市
拠

点
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。
そ
こ
に
徒
歩
で
通
え

る
小
学
校
が
な
い
の
は
異
常
で

は
な
い
か
。 

答 

愛
野
駅
の
開
通
や
土
地
区
画 

整
理
事
業
に
よ
り
、
大
幅
に
人 

口
が
増
え
た
地
区
で
は
あ
る
が
、 

現
在
の
児
童
数
は
１
９
２
名
で 

あ
り
、
新
た
な
学
校
建
設
は
妥 

当
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

問 

幼
少
期
の
子
ど
も
を
も
つ
世 

帯
の
流
出
が
大
き
な
問
題
と
な 

っ
て
い
る
（
平
成
２２
年
「
０
～ 

４
歳
」
の
人
数
と
、
平
成
２７
年 

「
５
～
９
歳
」
の
人
数
を
比
較 

す
る
と
「
マ
イ
ナ
ス
１
７
６ 

人
」）。
こ
う
し
た
世
帯
の
居
住 

地
選
択
の
大
き
な
基
準
は
「
子 

育
て
、
教
育
環
境
」
で
あ
る
。 

「
路
線
バ
ス
通
学
（
月
額
費
用 

約
３
千
円
）
」
が
流
出
の
要
因
と 

い
う
認
識
は
あ
る
か
。 

答 

昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー 

ト
調
査
で
は
、
若
い
世
代
の
転 

出
の
理
由
は
、
就
職
・
転
勤
等 

が
約
５
割
、
結
婚
等
が
約
２
割
、 

住
宅
購
入
や
同
居
な
ど
生
活
拠 

点
確
立
が
２
割
強
で
す
。
通
学 

条
件
が
、
直
接
転
出
の
要
因
と 

は
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。 

通
学
費
に
助
成
を 

問 

文
科
省
の
「
子
供
の
学
習
費 

調
査
」
で
は
、
公
立
小
学
校
の 

子
ど
も
一
人
当
た
り
年
間
家
計 

負
担
教
育
費
の
平
均
は
３２
万 

円
余
で
、
給
食
費
、
教
材
、
制 

服
、
カ
バ
ン
、
学
用
品
、
部
活 

動
な
ど
の
「
学
校
教
育
費
」
は 

１０
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ 

の
負
担
軽
減
が
全
国
的
な
課
題 

と
な
っ
て
い
る
。
通
学
費
（
路 

線
バ
ス
代
）
の
約
３
万
６
千
円 

が
大
変
な
負
担
で
あ
る
。
通
学 

費
へ
の
助
成
を
す
べ
き
で
は
。 

答 

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て 

通
学
し
て
い
る
児
童
は
、
４
学 

校
の
３
１
６
名
で
す
。
今
後
も
、 

従
前
の
と
お
り
助
成
す
る
こ
と 

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
を 

問 

路
線
バ
ス
で
の
通
学
は
、
交 

 

通
安
全
の
問
題
、 

バ
ス
発
車
時
刻 

の
問
題
、
車
内 

で
の
「
い
じ
め
」 

問
題
等
多
く
の 

課
題
が
あ
る
。 

学
外
活
動
へ
の 

活
用
も
含
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て 

 

い
る
。
バ
ス
乗
車
マ
ナ
ー
に
つ 

い
て
も
状
況
を
聞
き
取
り
学
校 

で
指
導
し
て
い
る
。
市
の
通
学 

方
針
を
見
直
す
状
況
が
発
生
し 

た
場
合
に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

の
導
入
も
検
討
し
た
い
。 

墓
地
計
画
の
見
直
し
は 

問 

夢
の
丘
墓
園
の
進
捗
状
況
と 

計
画
の
見
直
し
は
。 

答 

現
在
ま
で
に
８
６
０
区
画
を 

整
備
し
、
４
６
５
区
画
の
申
し 

込
み
が
あ
っ
た
。
将
来
的
な
需 

要
を
考
慮
し
、「
納
骨
堂
」
で
は 

な
く
、「
樹
木
葬
墓
」
の
整
備
を 

検
討
し
て
い
る
。 

大
き
な
墓
石
は
違
和
感 

問 

二
つ
の
区 

画
を
一
体
的 

に
利
用
し
大 

き
な
墓
石
が 

で
き
て
い
る
。 

「
宗
派
に
関 

係
な
い
」「
区 

画
が
同
じ
」
な 

ど
は
公
営
墓 

地
の
特
徴
だ 

と
思
う
が
、
複
数
区
画
を
統
一 

的
に
使
う
こ
と
は
い
か
が
か
。 

答 

６
月
の
条
例
改
正
で
複
数
区 

画
購
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ 

た
た
め
、
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

問 

今
回
複
数
区
画
使
用
が
さ
れ 

た
と
こ
ろ
は
、
６
月
以
前
に
販 

売
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
墓 

所
は
順
番
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。 

隣
に
複
数
墓
所
を
購
入
す
る
こ 

と
は
あ
り
得
な
い
が
。 

答 

２
区
画
目
は
７
月
の
販
売
で
、 

手
続
き
に
問
題
は
な
い
。 

この報告書は、政務活動費を使用しています。 

 
 

そ
の
他
、
公
民
館
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
移
行
に
伴

い
補
助
金
・
交
付
金
の
問
題
、

み
つ
か
わ
夢
の
丘
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
問
題
、
近
年
問
題

と
な
っ
て
い
る
「
所
有
者
不
明

の
土
地
」
の
問
題
な
ど
を
質
問

し
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、 

高
橋
美
博 

浅
田
二
郎 


